


001

kasumi/ bowl





003

smaland/ glass

smaland/ pitcher○

○



004

corn/ glass

corn/ tumbler 

discontinued

discontinued



005

kop

lipin 



006



007

amedeo

adelie 



008

giocoso

hakusha/ plate
kokusha/ plate



009

corona 

giocoso/ L



010

clearcube

mosscas



011

pizca/ S



012

punto

pizca/ M
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There are more than one hundred types of transparencies 
between 0 and 100 of the degree of transparency.  
Actually, everyone must know that.

０と１００の透明度の間には１００通り以上の透明がある。
本当は皆それを知っているはず。
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twistmuddler

hashioki

 





Complement foods with works and decorate works with gifts from nature. 
We would also like to cherish this tradition and convey it.

016
作品で食物を引き立たせ、また自然からの贈り物で作品を飾る。この伝統を伝えることも大切にする。



017

spora/ bowl

spora/ plate



018

spora/ glass

nebbia



019

kasumi/ plate

hibiki



02o

spot

toque

discontinued



021

1.9m/ glass

1.9m/ bowl



022

1.9m/ 猪口 , 酒器

dan/ glass



023

dan/ pitcher

dan/ bottle





025

T-tray

eri/ vase 



026

uno

1.9m/ vase

 



027

bowler



028

p-bell

quiltbowl



029

Reflect what we learn from nature on glass 
that is a material made by human beings, 
imaging our attitude in which we take care of nature.

ガラスという人が作りだした素材に、自然から学ぶことを映しこむ。
自然に寄り添う姿をイメージして・・・





031
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Painstaking efforts do not cover only diligent handling of materials, 
but also consideration on how to harmonize the materials 
with its environment.

丹精を込めることは、
単に思いを込めて素材に向き合うだけでなく
その物がどう調和するかにも意識を払うということ。



sputnik

034



lusco

soffione

035



036

tropmoc



New products are not necessarily oriented to the future 
 because products created today will be those of the past tomorrow.                     

新しいモノは未来にだけあるのではない。
今生まれたモノも明日には過去のモノと化するのだから・・・
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　Mold blown glass シリーズは、一つ一つ手吹きで型に吹き込んで制作する技法（型吹き）

を使い形を一定に保つ様に制作されたプロダクトです。

　これにより fresco のコンセプトにある「手作り故の個体差を楽しむ」ことはあまりでき

ませんが、形を安定させることで収納の利便性が高まり、ご家族やお仲間が増える毎に一

個ずつ増やすなど、いつでも同じタイプの製品がお求め頂ける、汎用性を重視したデザイン

になっています。型を使うとはいえ、fresco の得意とする色ガラスを用いた solito・licht

には色や表情に個体差がありますし、形においても極めて僅かながら個体差を見つけて頂け

る場合もあります。

　このシリーズは全て専用の箱をお付けしますので、ギフトアイテムとしてもお選び頂け

ます。また aio・solito/glass には、２つの箱を収容できるスリーブもご用意しています。

　

　ペアでのプレゼントとしてもいかがでしょうか。

Glass Gifts  - Mold blown glass -



39

aio

licht
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solito/ bowl

solito/ glass
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Other Items  

- 製品と合わせてお使いいただけるもの -

クロス 

　器に傷が入らないよう挟んで重ねるための布。 限られたスペースに器を収納するときの
ことを考えてできました。 サイズは S、M、Lの 3サイズです。　
　生地は薄くて丈夫な綿シーチング。 グレーとアイボリーの 2色を縫い合わせたリバーシ
ブルです。
　

桐箱 

　形は 5個入りと 2個入りの 2種類。 hashioki や kukka/ S にちょうど良いサイズで、
ご自宅での保管用や、贈り物にもおすすめです。
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   We launch a new brand called Fresco in 2005, based on more than 20 years
of experience in the glass industrial art.

   We put importance on combining the brand's credibility and uniqueness of 
handmade products. We suggest a various possibility the glass can offer in our 
modern living environment.

   Not only to complete our suggestion by making a product, but also to always
unite a product with space.
   In other words, our goal is to work as a team that holds dynamism to suggest 
space for a product.

   The glass is all handmade, and every single glass has its own uniqueness.
Users can choose it by their own sensitivity. In the modern world, when one 
'choose' something, it becomes almost an act of his/her 'expression'. We believe
that when our creation and users expression meets it creates the new human 
relationship, and that is what we value the most.

　2005年、私達は20年以上のガラス工芸技術の実績を礎に「  　　 」というブランドを
立ち上げました。
　その基本方針は、ブランドの持つ “信頼性” 。 また、ハンドメイドという “オリジナル性” 
を両立することをテーマに、現代の生活環境にガラスという素材で様々な提案をしてい
ます。

　単一的な物品で提案を完結するのではなく、常に空間全体を意識した物作りを目標と
し、また、逆に一つの物の為に空間を提案できるようなダイナミズムも持ち合わせるチー
ムとして活動することが目標です。

　一つ一つハンドメイドで作られるガラスは、それぞれが個性を持ち、ユーザーがそれを
個人の感性で選択する。 現代において「選ぶ」ということはもはや「表現」と言ってもよい
でしょう。　私達の「表現」、そしてユーザーの｢表現」。　完成されるものはコラボレーショ
ンであると考え、ガラスを通じた人と人との関わりを最も大切に考えていきたいと思い
ます。

brand concept
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Development of

         1999     fall           Construction of studio and dwelling is started.

         2001     spring      Glass Studio Fresco established.

         2003     spring      Started Glass design work shop by invited product designers. 

         2005     spring      a Gallery is expanded in Fresco.  

                                      Chosen as a exhibitor at Asahi contemporary craft exhibition

                                         as “fresco” for the first time.(not by artist name)

         2005     summer   Established “fresco” as brand name. the first catalogue is published.

                                      The first exhibition in Osaka.

         2006     summer   Cafe named “Cot Cafe” open for business on the premises

         2006     fall           Starting to sale products in the U.S.A.

         2006     winter      The first exhibition in Tokyo.

         2009     fall           Starting to sale products in Canada.

         2012     winter      Starting to sale products in Taiwan.

         2014     winter      Starting to sale products in Australia.

         1999　秋　       スタジオ及び、住居建設着手

         2001　春　        グラススタジオ フレスコ 開業

         2003   春　        グラス デザイン ワークショップ 開始

         2005   春　        フレスコ ショウルーム 営業開始  

         　　　　  　        朝日現代クラフト展          として入選  以後毎年（'08まで）

         2005   夏　                  ブランド立ち上げ　カタログ製作配布開始

                       　        大阪において初の          展示会開催

         2006　夏　        スタジオ隣接カフェ 　　　　   営業開始

　      2006   秋　        アメリカ国内販売開始

         2006　冬　        東京において初の          展示会開催

　      2009　秋　        カナダ国内販売開始

         2012   冬　        台湾国内販売開始

         2014   冬　        オーストラリア国内販売開始

          







お読みください

fresco 製品は、全ての制作工程を人の手によって行っております。
ご注文の際には必ず以下の点をご理解ください。

◎掲載されている図面の寸法、形はあくまでも目安とお考えください。

◎製品の色、およびカラーコードは印刷の関係上、実際の製品の色とは多少異なります。
　また、色ガラスの原料となります鉱物は天然のものですので発色の安定が極めて難しく
　毎回同一の発色をするということはございません。余りにも色変化が激しい場合は、
　販売の中止や納期の大幅な遅れが生じる場合がございます。

◎fresco 製品は工芸用のガラスを使用しております。強化ガラス、耐熱ガラスでは
　ございませんので強い衝撃や急激な温度変化を与えないよう、
　お取り扱いにはご注意ください。

◎破損の原因として、製品自体の欠陥が認められた場合に限り、同等品と交換いたします。
　この場合も上記の理由により、全く同じ色、大きさのものをご提供することは
　出来ませんのでご了承ください。

◎仕様、デザインに関しましては、お客様に告知無く変更する場合がございます。

◎価格は全て税抜き表示です。

◎ランプシェードは全て価格に灯具も含まれます。
　また、長時間使用されますと、電球の熱で製品が熱くなる場合がございます。
　やけどにご注意ください。電球は 40W以下のご使用をおすすめしております。

◎アクセサリーはご希望の製品名とカラーコードをお問い合わせください。
　後ほどサンプル写真をお送りしますので、その中からお選びいただきます。
　ブローチにつきましてはカフスボタン、帯留めなど。
　ピアスにつきましてはイヤリングで制作することも可能です。
　併せてお問い合わせください。

　（フレスコ）
  

　〒594-1127　大阪府和泉市小野田町 259　phone＆fax : 0725-90-2408
　E-mail : info@studio-fresco.com　　URL : www.studio-fresco.com
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